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男 女 男 女 男 女
労働力率（％） ８１．６ ７０．７ ７３．４ ６０．４ ９０．４ ８２．６
年齢別（％）
１５―２４ ４３．２ ４６．１ ２９．１ ３５．２ ５５．７ ５６．２
２５―３４ ９５．２ ８９．４ ９４．１ ８８．４ ９６．７ ９１．１
３５―４４ ９５．８ ８９．４ ９４．１ ８８．４ ９６．７ ９１．１
４５―５４ ９３．８ ７２．９ ９０．５ ５８．５ ９７．３ ８８．３
６５―７４ ３６．８ ２３．８ ６．９ ５．６ ７８．８ ５６．４
失業率（％） ２．８ ４．３ ５．３ ８．５ ０．６ ０．７
有償労働時間分布
パートタイム
１―３４時間／週 １９．６ ３２．４ ２２．３ ２９．９ １７．３ ３４．６
フルタイム
３５―４８時間／週 ２７．６ ２９．８ ４２．７ ４３．４ １４．４ １８．３
オーバータイム

























男 女 男 女 男 女
有償労働 ４２．０ ３０．７ ３３．０ ２５．０ ５１．７ ３７．３
無償労働 １０．６ ２７．３ １２．９ ２７．６ ８．１ ２６．９
非労働活動 １１５．２ １０９．８ １２１．８ １１５．２ １０８．０ １０３．６
無償労働
家事 ８．１ ２２．３ １０．０ ２２．５ ６．１ ２１．９
子どものケア １．３ ３．６ １．５ ３．２ １．０ ４．０
成人のケア ０．２ ０．２ ０．２ ０．３ ０．１ ０．１
ボランティア ０．４ ０．４ ０．３ ０．４ ０．５ ０．４
全労働時間中に占める無償労働時間の割合（％）









































































































































































































































































































































































































































R２ ０．４５３ ０．３６８ ０．４００ ０．２８４ ０．３４０ ０．３０６
χ２ １６２７８．８ １１４２６．６ １３２２１．７ ６９６４．１ ９０１５．８ ７８２２．７






























































































































































































































































































































































R２ ０．３６８ ０．２２０ ０．３８２ ０．４０９ ０．１３３ ０．３９４
χ２ １１，０４３．４ ５，３３５．９ １１，７８０．５ １２，６２２．９ ２，７９２．８ １１，９９９．５






























































































































































機会費用法 一律稼得法１ 一律稼得法２ 代替費用法１ 代替費用法２
無償労働
１０億元






対 GDP比％ ２９．４ ３２．２ ３２．２ ３１．３ ２５．１
対最終消費比％ ６０．５ ６６．３ ６６．１ ６４．４ ５１．７
対第三次産業比
％
７３．４ ８０．４ ８０．２ ７８．０ ６２．６
対有償労働比％ ５１．５９ ５６．５ ５６．３ ５４．８ ４４．０
無償ケア労働
１０億元
１，７９９．５ １，９６６．６ １，９４８．９ １，８９８．７ １，５２１．９






















































都市部 農村部 女性 男性
女性 ０．５１６ ０．５０２
都市部 ０．５３５ ０．５２１
既婚 ０．８３５ ０．８６３ ０．８５０ ０．８４７
児童０―６ ０．２１７ ０．２７３ ０．２４９ ０．２３８
世帯人数 ２．３６０ ２．６６６ ２．４８１ ２．５２８
年齢 ４３．１７０ ４３．８０１ ４３．０３５ ４３．９１８
教育年数 １１．７７５ ７．９３０ ９．４５５ １０．４８８
log非稼得所得 ８．１１４ ７．２０２ ７．９１９ ７．４３８
失業率 ０．０４６ ０．００６ ０．０３０ ０．０２３
非活動人口 ０．３３３ ０．１３５ ０．２９３ ０．１８４
北京 ０．１２１ ０．０７７ ０．０９９ ０．１０１
河北 ０．１２５ ０．１３２ ０．１２７ ０．１３０
黒竜江 ０．１２８ ０．０６８ ０．１００ ０．１００
江蘇 ０．０８３ ０．０９５ ０．０８６ ０．０９１
安徽 ０．０８５ ０．１６６ ０．１２５ ０．１２１
河南 ０．１５５ ０．１１２ ０．１３７ ０．１３３
広東 ０．１０７ ０．０６８ ０．０８８ ０．０８９
四川 ０．０２２ ０．０８０ ０．０５０ ０．０４８
雲南 ０．１０１ ０．０８１ ０．０９２ ０．０９２
甘粛 ０．０７２ ０．１２０ ０．０９４ ０．０９５







































































教育なし ３．６４ １．３６ ０．２４ ２ ５．１２ ４．２０ ０．７６ ７
小学校 ４．９１ １．３９ ０．３１ １４ ５．５３ ４．３１ ０．７０ ２０
中学校 ６．８２ １．４２ ０．３２ ３７ ７．１５ ４．０８ ０．７４ ３２
高校 １０．２９ １．５６ ０．３４ ２７ ９．８３ ３．７４ ０．６５ ２４
大学以上 １６．４４ １．７０ ０．４７ ２１ １４．００ ３．１４ ０．７６ １７




無償労働 無償ケア 無償労働 無償ケア 無償労働 無償ケア
１日当たり時間（加重平均） １．５１ ０．３５ ３．９０ ０．７２ n.a. n.a.
年間時間 ５５１ １２８ １，４２４ ２６３ n.a. n.a.
１５―７４歳の人口（１００万） ５３４．６２ ５３４．６２ ５１８．４０ ５１８．４０ n.a. n.a.
年間合計時間（１０億） ２９４．６ ６８．４ ７３７．９ １３６．３ １，０３２．５ ２０４．７
時間当たり稼得（元） ９．４３ ９．４３ ８．４７ ８．４７ n.a. n.a.
合計評価額（１０億元） ２，７７８．０ ６４５．０ ６，２５０．０ １，１５４．５ ９，０２８．０ １，７９９．５






無償労働 無償ケア 無償労働 無償ケア 無償労働 無償ケア
１日当たり時間 １．５１ ０．３５ ３．９０ ０．７２ n.a. n.a.
年間時間 ５５１ １２８ １，４２４ ２６３ n.a. n.a.
１５―７４歳の人口（１００万） ５３４．６２ ５３４．６２ ５１８．４０ ５１８．４０ n.a. n.a.
年間合計時間（１０億） ２９４．６ ６８．４ ７３７．９ １３６．３ １，０３２．５ ２０４．７
時間当たり稼得（元） ９．９４ n.a. ９．４４ n.a. n.a. n.a.
合計評価額（１０億元） ２，９２８．３ ６７９．９ ６，９６５．８ １，２８６．７ ９，８９４．１ １，９６６．６





無償労働 無償ケア 無償労働 無償ケア 無償労働 無償ケア
１日当たり時間 ２．９３ ０．５８ ２．５０ ０．４９ n.a. n.a.
年間時間 １０６９ ２１２ ９１３ １７９ n.a. n.a.
１５―７４歳の人口（１００万） ４８１．０４ n.a. ５７１．９８ n.a. １０５３．０２ n.a.
年間合計時間（１０億） ５１４．２ １０２．０ ７３７．９ １３６．３ １，０３２．５ ２０４．７
時間当たり稼得（元） １３．０ n.a. ６．１ n.a. n.a. n.a.
合計評価額（１０億元） ６，６８４．６ １３２６．０ ６，９６５．８ １，２８６．７ ９，８９４．１ １，９６６．６






















無償労働 無償ケア 無償労働 無償ケア 無償労働 無償ケア
１日当たり時間 ２．９３ ０．５８ ２．５０ ０．４９ n.a. n.a.
年間時間 １０６９ ２１２ ９１３ １７９ n.a. n.a.
１５―７４歳の人口（１００万） ４８１．０４ n.a. ５７１．９８ n.a. n.a. n.a.
年間合計時間（１０億） ５１４．２ １０２．０ ７３７．９ １３６．３ １，０３２．５ ２０４．７
時間当たり稼得（元） ９．３ n.a. ５．６ n.a. n.a. n.a.
合計評価額（１０億元） ４７８０．６ ９４３．６ ２，９２４．９ ５７８．３ ７，７０５．５ １，５２１．９
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訳 注
i ）原文は，“good”（財）であるが，無償労働で財を生産することは，原理的に不可能なので，「サービス」とした。
ii）「就業者である個人」は，“individuals who are employed”の訳，「非就業者である個人」は，“non-employed indi-
viduals”の訳である。「就業」（employment）は，被雇用者（employees）であることとともに，自営業者（self-employed）
であることを含む概念である。後者の場合，対応する，現実の賃金率は存在しない。しかし，論文中で後述され
るように，実際には，時間当たり稼得（各収入階級の中点÷有償労働時間）を用いて無償労働の貨幣所得推計額
董 （暁）媛・安新莉著『無償労働のジェンダー・パターンと貨幣評価―中国初の大規模時間使用調査の結果から―』
139
が計算される。その場合，混合所得が入り込んでいる可能性があることに注意する。
iii）潜在経歴年数とは，年齢マイナス６マイナス教育年数のこと。著者に確認ずみ。
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